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秋
季
例
祭
ご
協
力
に
感
謝 

余
子
濵
自
治
会
長 

熊
澤 

務 
 

秋
も
深
ま
り
朝
夕
は
肌
寒
く
感
じ
ら
れ
る
季
節 

と
な
り
ま
し
た
が
、
余
子
濵
の
皆
様
に
お
か
れ 

ま
し
て
は
、
お
変
わ
り
な
く
お
過
ご
し
の
事
と 

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
令
和
七
年
魚
吹
八
幡
神
社
秋
季
例
祭
十 

月
二
十
一
日
か
ら
二
十
二
日
に
行
わ
れ
今
年
は 

壇
尻
の
曳
き
出
し
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、 

御
旅
の
提
灯
練
に
、
子
供
会
、
少
年
団
、
若
宮 

会
の
皆
さ
ん
に
よ
り
元
気
よ
く
盛
大
に
行
わ
れ 

ま
た
、
神
輿
の
渡
御
、
還
御
も
捧
持
者
の
方
々 

多
数
参
加
し
て
頂
き
立
派
に
や
り
遂
げ
る
事
が 

出
来
、
祭
り
の
全
て
が
完
璧
に
、
ま
た
誰
も
怪 

我
な
く
無
事
に
終
え
ら
れ
た
事
に
関
係
者
の
皆 

様
そ
し
て
着
付
等
影
で
協
力
し
て
頂
い
た
方
々 

及
び
見
守
っ
て
頂
い
た
全
て
の
皆
様
に
心
よ
り 

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

今
後
も
令
和
九
年
三
月
に
は
武
神
祭
が
余
子
濵 

の
当
番
で
行
わ
れ
、
ま
た
令
和
十
年
に
は
魚
吹 

八
幡
神
社
鎮
座
千
七
百
年
大
祭
が
予
定
さ
れ
て 

お
り
り
ま
す
。
余
子
濵
の
皆
様
に
は
魚
吹
八
幡 

神
社
の
例
祭
を
一
層
身
近
に
感
じ
て
頂
け
ま
し 

た
ら
幸
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

次
年
度
の
例
祭
も
余
子
濵
の
活
気
あ
る
盛
大
な 

お
祭
り
が
出
来
ま
す
よ
う
祈
念
致
し
ま
し
て
令 

和
七
年
秋
季
例
祭
の
お
礼
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

 

秋
祭
り
の
御
礼 

 
 
 
 
 

余
子
濵
祭
典
委
員
長 

日
下 

学 
 
 

令
和
七
年
秋
季
例
祭
、
無
事
に
終
え
る
事
が
出 

来
ま
し
た
。 

 

自
治
会
、
組
長
、
有
志
の
方
々
に
色
々
と
ご
協 

 

力
、
ご
支
援
を
し
て
頂
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ 

い
ま
す
。 

 

九
年
ぶ
り
の
檀
尻
休
み
年
と
な
り
ま
し
て
、
余 

子
濵
と
し
て
、
神
輿
、
鈴
分
け
、
提
灯
練
り
、 

檀
尻
の
見
送
り
等
役
目
を
果
た
す
事
が
出
来
た 

と
思
い
ま
す
。 

余
子
濵
村
も
世
帯
が
減
少
し
、
高
齢
化
と
な
っ 

て
き
て
ま
す
。 

 

住
民
の
若
い
世
帯
の
方
々
に
、
協
力
を
頂
か
な 

い
と
、
今
後
、
祭
礼
が
成
り
立
っ
て
い
か
な
い 

現
実
が
見
え
て
き
て
ま
す
。 

 

伝
統
も
大
事
で
す
が
、
令
和
に
合
う
祭
礼
を
し 
 
 
 
 
 

 

て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。 

 

昔
の
考
え
か
ら
、
新
し
い
考
え
、
知
恵
を
取
り 

入
れ
、
改
善
、
変
革
し
て
い
か
な
い
と
思
い
ま
す
。 

自
治
会
協
議
員
と
し
て
運
営
を
任
せ
て
頂
く
立

場
で
村
の
財
産
を
守
り
、
村
の
土
台
修
復
、
例 

祭
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
い
と
行
け
な
い
思
い 

で
す
。 

 

令
和
九
年
度
に
は
武
神
祭
を
控
え
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
余
子
濵
と
し
て
、
住
民
一
丸
と
な
っ
て 

祭
礼
を
務
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
住
民
様
の
ご 

支
援
、
御
協
力
の
程
、
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

秋
季
例
大
祭
の
御
礼 

 
 
 
 
 

余
子
濵
総
取
締 

名
田
有
佑 
   

今
年
も
無
事
に
秋
祭
り
を
終
え
る
こ
と
が
で
き 

ま
し
た
。 

町
民
の
皆
様
、
並
び
に
自
治
会
を
は
じ
め
各
種 

団
体
の
皆
様
に
は
、
多
大
な
る
ご
協
力
・
ご
支 

援
を
賜
り
、
若
宮
会
一
同
心
よ
り
御
礼
申
し
上 

げ
ま
す
。 

 
 

本
年
度
は
休
み
年
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
檀
尻 

  
の
曳
き
出
し
が
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
神 

輿
と
御
旅
な
ど
盛
大
か
つ
賑
や
か
に
祭
り
が
行 

え
た
と
実
感
致
し
て
お
り
ま
す
。
若
宮
会
会
員 

も
祭
り
本
番
を
迎
え
る
ま
で
の
二
ヶ
月
余
り
、 

日
々
準
備
に
勤
し
み
、
一
致
団
結
し
て
が
ん
ば 

っ
て
く
れ
ま
し
た
。 

宵
宮
の
提
灯
練
り
で
は
、
若
い
衆
が
勢
い
の
あ 

る
余
子
濵
ら
し
い
素
晴
ら
し
い
提
灯
練
り
を
披 

露
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

来
年
は
秋
祭
り
に
加
え
、
武
神
祭
も
ご
ざ
い
ま 

す
。
今
年
の
勢
い
を
そ
の
ま
ま
に
若
宮
会
一
同 

一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
な 

お
一
層
の
ご
支
援
・
ご
協
力
の
程
、
宜
し
く
お 

願
い
致
し
ま
す
。 

 
 

 
 
 

若
宮
会
秋
季
例
祭
役
員 

 
 
 
 

（
敬
称
は
省
略
・
襷
以
上
掲
載
） 

 
 

総
取
締 

 

名
田
有
佑 

 
 
 
 
 

 

副
総
取
締 

山
口
祐
一
・
高
磯
誠
彦 

 
 
 
 
 

井
上
誠
一 

 

取 

締 
  

木
村
達
人
・
髙
田
和
樹 

 
 

 
 
 
 
 

河
野
周
平
・
栄
藤
裕
輔  

 
 
 
 
 

舟
引
祥
典
・
多
木
文
也 

 
 
 
 
 

山
田
裕
介
・
吉
冨
良
太 

 
 
 
 
 

池
尻
修
司
・
金
子
裕
哉 

 
 
 
 
 
 
 

 

総
務
会
計 

中
口
雄
介
・
徳
田
拓
哉 

 
 
 
 
 
 

立
花
勇
稀 

  

青
年
取
締 

島
田
孝
仁
・
北
浦
佑
次 

  
 
 
 

若
少
年
団
・
子
供
会
役
員 

 子
ど
も
会
会
長   

小
河
絵
里
早 

少
年
団
団
長 

 
 

中
村 

修 

 

 

  
 
 
 
 

親
睦
会 

 

去
る
十
月
五
日
に
船
渡
八
幡
神
社(

若
宮 

神
社)

に
て
若
宮
会
・
子
供
会
・
少
年
団
、

合
同
の
親
睦
を
図
る
る
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー 

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

    
 
 
 
 

 

 
 

 
 

 



 

塩

谷

会

長 

 

 


